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札幌市円山動物園の取り組み
一 「種の保存」 と 「北海道の野生動物復元

プロジェク ト」 を中心 に

野谷 悦子
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札幌市円山動物園では2006年 か ら市民、経済界、学識経験者、教育界など幅広い分野の人たちの意

見を取 り入れた改革が進んでいる。動物園はレジャー施設に特化 して発展 してきた歴史が長いが、今

の時代にふ さわ しく、「癒 し」や 「種の保存」、「環境教育」にも力を入れていく内容である。本稿では

その中か ら貴重な野生動物を繁殖 させる 「種の保存」と、市民や研究者、大学との協働で行 う 「北海

道の野生生物復元プロジェク ト」について紹介する。特に後者は、これからの社会における動物園の

存在意義を問い直す意味で価値がある。動物園が開かれた存在にな りつつあること、飼育の専門家が

その技術 を生かした社会貢献であること、注 目度の高い動物園 という施設を生か して幅広 く情報発信

できることなど、動物園は古い体質の殻を破 り、少 しずつ変貌を遂げている。

講 はじめに
昨年はホ ッキ ョクグマ とユ キヒョウの双子 の赤

ち ゃんが話題 となった札幌市円山動物 園(札 幌市

環境局 が管理運営)。その ほか にも新 たな事業展開

やイベ ン ト・講演会の開催 な どでメデ ィアに登場

す る機会が増 えて いる。私 も2007年 か ら縁 あって

円山動物園の事業 に関わ るようにな り、 その後 も

取材 を続 けて きた。存在感 が ぐっ と増 しただ けで

な く市民 に とって より身近 な存在 となった背景 に

は、2006年 にスター トした改革があ る。

当時の円山動物 園は、施設 の老朽化、入 園者数

の減少、職員 の意識低下 な ど数々の問題 を抱 えて

いた。こう した状況 にメス を入れ、市民 に愛 され、

誇 りに思 える動物園 を目指 してい こうと、札幌市

は管理職 として改革マ ンを送 り込 んだのである。

改革 の内容 は多岐 にわた るが、 ここではその中で

も柱 となる 「種の保存 」 と 「北海道 の野生動物復

元 プロジェク ト」、そ して私 自身が関わ ってきたザ

リガニ シンポ ジウム実行委員会 と協働の事業 につ

いて紹介 したい。

轡 寺代遅れだった動物園を改革
動物園の役割には大きく①種の保存、②教育、

③調査 ・研究、④ レジャーの4つ が掲 げられてい

る。 しか し、 日本 の動物 園はレジャー に特化 して

発展 して きた歴史 が長 く、①～③ について は十分

に果 た され て い る とは言 えな い状 況 が続 いて き

た。

円山動物 園は、1951(昭 和26)年 の こどもの 日

に北海道 では最初、全国で は10番 目の動物園 とし

て開園 して以来、飼育動物 を増 や し、施設 も充実

させて、多 くの来園者 を集めて きた。世界 中の珍

しい 動 物 を見 る こ とを 目当 て に、 ピーク 時 の

1974(昭 和49)年 に は年間126万 人 の来 園者 が

あった。 しか し、施設 の老朽化や レジャーの多様

化 によ り来園者 は減 少。2005年 には ピー ク時の半

分以下、49万 人 にまで落ち込んだ(図1)。 「時代

の流れだか ら仕方がない」 とい う雰囲気が漂 って

いた時期 に、旭川 の旭 山動物園が大 ブレイ クした。

「円山動物 園 も変 わ らなけれ ば」。 そんな危機感 か

らスター トしたのが2006年 以後 の改革 である。

私 が最初 に円山動物園の改革の一一一端 にふれ たの

は、両生類 ・爬虫類 をアー ト作 品で表現 する 「円

山スネークアー ト展」(2007年3月 開催)の 実行委

員 を務 めた時であ った。ヘ ビを飼育 しているのが

縁で声 をか けられたのだが、 それ まで は円山動物

園 と言 えば子連 れスポ ッ トで、年 に1回 行 く程度

で あった。 しか し、 この関わ りを境 に動物 園に対
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図1円 山動物園の入園者数の変遷。2010年 度は90万 人を越 え、改革以後に入園者数が増えている

す る印象がが らりと変わ り、取材 として も、 プラ

イベー トで も円山動物園 に通 うようになった。新

しい事 業やその方 向性、飼育員 さんの隠れた努力

や工 夫 を知 れ ば知 る ほ ど、「円 山動 物 園 は面 白

い!」 と感 じるようになった。

憩 「ノアの箱舟」を目指す
改革 の全容 は とて も紹介 し切 れないが、「人 と動

物 と環境 の絆 をつ くる動物 園」 を基本理念 として

掲 げた経営改善や ソフ ト事 業、施設整備 な どが進

め られている。 「種 の保存」に力 を注 ぐこ とや 「北

海 道の野生動物復元 プロジェク ト」 もその一環 と

して打ち出 された ものだ。

動物園での 「種 の保存」 は、絶滅危惧種 な ど貴

重 な動物 を飼育下 で繁殖 させ る生息域 外保全 を意

味 する。 円山動物 園 はその ことを 「ノアの箱 舟」

を目指す、 と表現 してい る。域外保全 の重要性 が

増 しているのは、い くつかの要 因が ある。

まず最 も目先 の こととして動物 園で展示す る個

体 の確保 がある。かつての動物 園 は野生 由来 の動

物 を展示す ることもあったが、今 は絶滅 の危機 に

ある動物 を展示 のために捕獲す るの は不可能 であ

る。動物園で これか らもず っ と様々な動物 を見 ら

れるようにす るには、動物園 の中で繁殖 させ る必

要が ある。

さ らに、生息地の環境 が悪化 し数が激減 してい

る動物 の遺伝子 を保 存 してお く意義 もある。動物

園で しかその動物が見 られない とした ら悲 しい こ

とで はあ るが(実 際 にそうい う動物 もいる)、 将来

的 に生息地 の状態が改善 した時点で繁殖 させた個

体 を野生 に帰 す可能性 は残 され る。確 かに野生復

帰 は 「究極 の夢」 の ように思 えるが、現 時点では

多 くの課題 があ り、先進地 のアメ リカで さえ成功

例 は多 くはない(有 名 なのはアメ リカバイ ソン、

アラ ビアオ リックス、ゴールデ ンライオ ンタマ リ

ン)。日本で は国 を挙 げた取 り組 み としてコウノ ト

リが知 られ、 トキは現在進行 中であ る。

また、絶滅 の危機 にある動物 の展示 を通 して、

生息地の環境 についてメ ッセー ジを発信 し、啓発

す るの も動物 園の大切 な役割 とされてい る。

円山動物 園で昨年話題 になった ホッキ ョクグマ

や ユキヒ ョウの赤 ちゃんは、愛 らしい姿がた くさ

んの来園者 を呼ぶだ けでな く、絶滅危惧種 の域外

保全 として大 きな意義 があ る(写 真1)。

円山動物園 は昨年の2009年 、 「ホ ッキ ョクグマ

の繁殖基地宣言」 をしたが、ホ ッキ ョクグマの繁

殖 は非常 に困難で、2000年 以 降の成功 は全国で4

例 しかない。 その うち3例 が円山動物 園で、 ツヨ

シ(2003年)、 ピリカ(2005年)に 続 き2008年12

月 にはイ コロとキロル の双子が生 まれ、成長 して

いる(写 真2)。 ホ ッキ ョクグマ担当の飼育員 に よ

る と、各地の動物 園で も出産 まで は成功 してい る

が、 ほ とん どは1週 間 もたずに死 んで しまうそ う

で、 出産で神経質 になった母 グマが子 グマ を食 べ

て しまう食害 も多 い。

円山動物 園での繁殖成功の背景 には、雌雄の相

性が良かった ことに加 え、出産や子育 てのために

細心の注意 を払 って静かで落:ち着 ける環境 づ くり

を した飼育 員の工夫が ある。野生のホ ッキ ョクグ

写真1公 開直後のユキ ヒョウの赤ちゃん(2009年

6月)
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写 真2ホ ッキ ョクグ マ双 子(キ ロル 、イ コ ロ)の プ ー

ル デ ビ ュー(2009年4月)

マの出産状 況 に近 づけるため、暗 くて狭 い産室 を

造 り、徹底 した防音 ・遮光 を施 し、ホ ッキ ョクグ

マのい る 「世界 の熊館」 は立 ち入 り禁止 に した。

ホッキ ョクグマ の近 くの除雪 や工 事 もス トップ

し、父親 を遠 ざけ(野 生のオスは自 らの繁殖行動

に邪魔 なため子 グマ を殺 す ことがあ り、母 グマ に

とってス トレスにな る可能性 があったか ら)、飼育

員 自身 も一切近づかなかった。

双子 は2頭 ともオスで、昨年12月 には1歳 の誕

生 日を迎 えた。円山動物 園のアイ ドル的な存在 で

あるが、今年2月20日 におびひろ動物 園に移動 さ

れた。野生 に比 べる とやや早い親 離れであるが、

栄養状態 が よ く、狩 りを教 える必 要のない飼育下

の個体 に とって は十分 な時 期 で ある とい う判 断

だ。

この移動 に関 して は新 聞 ・テレ ビな どの報道 で

目に した方 も多い と思 うが、道内の4つ の動物 園

が繁殖 を進め るために5頭 のホッキ ョクグマをお

互 いに移動 させた。欧米で は 「種 の保存」 のた め

に複数の動物 園が時 には国 を超 えて協力 し大々的

な移動 を行 っているが(園 の垣根 を超 えて飼育下

の動物 たちを一つの群 れ ととらえ、繁殖計画 を行

う)、国内で は初 めての ことで ある。画期的であ る

一方
、 それ ほ ど動物 園でのホ ッキ ョクグマの繁殖

は切羽詰 まった状況 だ とも言 える。 日本全 国を見

渡 して も繁殖 可能 な年齢 の個体、特 にメス は少 な

く、次の繁殖 を担 う若 い世代 とな るとさらに悲惨

であ る。 また、繁殖成功例が少ないので、血縁関

係 のない個体 は ます ます限 られ る。

過去 に3回 の繁殖 を成功 させている円山動物 園

のララ とデナ リのペア は貴重 な存在で あ り、現在

15歳 の ララが繁殖適齢期 とされる20歳 くらい ま

でにで きるだ け繁殖 させ たい。 そして次の繁殖 の

た めには、釧路市動物園 に貸 し出 し中の父親 デナ

リを戻 し、子 グマを離 さなけれ ばな らない。子 グ

マが近 くにいる限 り、次の発情 は来 ないか らだ。

最短 で考 える と、今年3月 ～4月 の発情期 に交尾

が成立すれ ば、来年 にはホ ッキ ョクグマの赤 ちゃ

んが見 られ る可能性が ある。

「人 間 の都合 で移動 させ られ る クマた ちがかわ

いそう」 と感 じる人 もいるか もしれない。 また、

どの動物 園で もホ ッキ ョクグマの人気 は高 く集客

力 も大 きいため 「わが園のアイ ドルを外 に出 した

くない」とい う意向 もあるか もしれない。 しか し、

前述 した ように動物園での繁殖 は うまくいってお

らず、 これか らもず っ と動物 園でホ ッキ ョクグマ

を見続 けた い とした ら、「待 ったな し」 なのだ。

難 北海道の野生動物翫 プ・ジエクト
ホッキ ョクグマはス トップ地球 温暖化 のシ ンボ

ルの ような存在 である。動物園でホ ッキ ョクグマ

の姿 を見 て、生息地 の状況 に思い を馳せ る。 そん

なメ ッセージ性 も動物園の役割 の一 つである。

アメ リカの動物園 を視察 した飼育員 による と、

アメ リカでは域外保全 と並行 して生息地 に研 究者

を派遣 した保護活動 も行 い、 その情報 を動物 園か

ら発信 してい るとい う。 また、動物園 は専門機 関

と位置付 けられてお り、資金 も研究者 も用意 され

た中で域 内外 の保全 を リンクさせた学術 的研究 を

行 ってい る。ヨーロ ッパの動物 園 を視察 した際 も、

アメ リカほ どではないにしろ、同様 に研究や域内

外 の保全活動が行われていたそ うだ。

この点 はレジャー施設 に特化 して発展 して きた

日本 の動物園 とは大 き く異 なる。域内保全 と域外

保全が同時 に行 われていれば、説得力のあ るメ ッ

セー ジが発信 で きる強 さが ある。

確か に社会 的なバ ックグラウン ドが異 な り、資

金 も人員 も欧米 の動物園 とは比 べ ものにな らない

日本 の動物 園がで きるこ とには限界 がある。 しか

し、近年 は 日本の動物園 にも変化 が訪れ、円山動

物 園 も新 しいチ ャレンジを始 めている。それが「北

海道 の野生動物復元 プ ロジェク ト」で ある。

このプロジェク トの主役 はオオ ワシ、オオムラ

サ キ、ニ ホンザ リガニな ど北海道の生 き物 だ。ホ ッ

キ ョクグマの ような 「スター性 」 はないか もしれ

ないが、北海道 の絶滅 に瀕 した生 き物 に目を向 け、

身近 な環境 について考 え、行動 す ることを目的 と

した このプロジェク トに、私 は大 きな期待 をして

いる。

ここでは取材 をして きた 「オオ ワシ ・プログ ラ

ム」 と 「ニ ホンザ リガニ ・プログラム」 について

簡単 に紹介 したい。

「オオ ワシ・プログラム」 はオオ ワシに代表 され

る北海道 の猛禽類 を円山動物 園で繁殖 させ、野生

に帰す試 みである(写 真3)。 オオ ワシは渡 り鳥で
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写真3開 園時からオオワシを飼育 し

てお り、飼育・繁殖の技術の高

さには定評がある

あるた め繁殖地 のロシア ・サハ リンで放鳥 す る必

要が あ り、野 生下 での生態 を知 る必要や ロシアの

協力体制 も欠かせない。 そ こで、釧路市 を拠点 と

して猛禽類 の調査 ・研究 ・保護活動 に携 わ り、サ

ハ リンでのオオ ワシの繁殖調査 ・研究 も行 う猛禽

類 医学研究 所代 表 の齊藤慶 輔氏 に協 力 を要請 し

た。 申 し出を快諾 した齊藤氏 はロシアの研 究者 と

の橋渡 しも担 い、一昨年、昨年 にかけて円山動物

園 はロ シアの研究者や行政機 関 との協力体制づ く

りを行 って きた。

現在 、 このプログラム を実施 す るため繁殖用 と

飛翔訓練 用の大型 ケー ジが ほぼ完成 している。 こ

れ らのケージはオオワシに限 らず シマ フクロウや

ノス リなど北海道 の猛禽類 に幅広 く活 用 され る予

定で、飛翔訓練 用のケージは傷病猛禽類 の リハ ビ

リに も活用 され る。繁殖や リハ ビ リには猛禽類 の

生態 を知 り尽 した鷹 匠の資格 を持つ飼育員の技術

が活用 され る。

オオワシはオ ホー ツク海沿岸 とい う限 られたエ

リアに生息 し、 その数 は5,000羽 程度 と言われて

い る。 トキのよ うな切羽詰 まった状況 か らの野生

復 帰 は、 ドラマ性 はあるものの、大 きな困難が伴

う。オオ ワシはその点、今か らい ざとい う時(例

えば、繁殖地 の壊滅的打撃や伝染病 の まん延 な ど)

のた めに動物 園で繁殖 した個体 を野生復帰 させ る

技術 を確立 してお くと、少 ないエネルギーで有効

な保全がで きる。

オ オワシは円山動物 園に とって開園当初 か ら飼

育 し、㈹ 日本動物 園水族館協会 の繁殖賞(日 本 で

初 めて繁殖 に成功 し、かつ誕生後6カ 月 を過 ぎて

飼育 されている場合 に授与 され る)を 受賞す るな

ど、 「オオ ワシの円山」と言われ るほどシンボル的

な動物で ある。一 方ではエゾシカ猟 の銃 弾に よる

鉛 中毒の問題 やサハ リンの繁殖地の近 くで大規模

な開発 が進 んで い るな ど、来 園者 に伝 えるべ き

メ ッセー ジ も多い。

さ らに、動物園が絶滅危惧種 の野生復 帰 に取 り

組 む こと自体が画期 的である。繁殖や飛翔訓練 用

のケージは来園者 に大 々的に公開す る もので はな

いのでレジャー施 設 とい う視点 か らは来園者増 へ

の貢献度 は高 くないか もしれないが、 そ こに資金

や人 を投入す る ところに円山動物 園の目指す方向

性 が感 じられ る。 また、 自前 の研究者が いないの

な らば、 ほかの機関 との連携 の もとで目的 を達 し

てい こうとい う姿勢 に も新 たな可能性が ある。

轟 民と園 の事業で魅力アツプ
もう一 つ、私が注 目してい るのが 「ニホ ンザ リ

ガニ ・プ ログラム」で ある。 そのステージ となる

のは2009年 春か ら開放 している 「動物 園の森」。

施設 が建 設 されず 自然 が残 された2haほ どのエ

リアで、以前 は作業場 としてのみ活用 されていた。

フェンスを隔てた隣は天然記念物 に指定 されてい

る円山原始林で ある。 この場所 を市民 ボランテ ィ

ア と共 に管理 し(主 な作業 は外来植物駆除 を通 し

た在来植物 の復 元)、50年 前の 円山の自然 を復 元

しようとい う活動が今行 われている。 自然再生や

ボランテ ィアの育成 は、 さまざまな専門分野の学

識 経験者 と円山動物 園 に よ る協議会 を組 織 して

行 ってい る。

「動物園の森」は、 日にちを限定 したガイ ド付 き

の散策があ り、環境教育 の場 として活 用 されてい

る(写 真4)。 また、市民 ボランテ ィア は体 を動 か

す整備事業だ けでな く、 円山の生態や歴史 に関す

る講義 も受 け、将来 は円山動物園で森のガイ ドと

写真4「 動物園の森」散策ツアー
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して活動す る予定 で、市民 の生涯学習 として も意

義深 い。

「動物 園の森 」を流れ る円山川 には、かつて全域

にわた ってた くさんのニ ホンザ リガニが生息 して

いた。 しか し、現在 は洪水対策のため三面 コンク

リー ト張 りに改修 され、上流の住宅地 か らの生活

排水 による水質悪化 もあって、ほ とん どが死 に絶

えた と考 え られ ている。水 が きれいで改修工事が

な されていない上流部 の支流にわずか なニ ホンザ

リガニが細々 と生 きてい るのが現状で ある。

「ニホンザ リガニ・プ ログラム」で は支流か ら採

集 してきたニ ホンザ リガニを円山動物園で飼育 ・

繁殖 させ、円山川に帰 す計画だ。 その際 には、事

前 にコンク リー ト護岸 の一部 を解消 しニホ ンザ リ

ガニの成育 に適 した環境 を復元す ると同時に、上

流の住民 に呼 びかけて排水の浄化 も進 めたい とし

てい る。

数年計画 の事業で あ り、2009年 には 「動物園の

森」 の中に飼育 ・繁殖のための 「ニホンザ リガニ

の小屋」 を建設 し、個体数 の多 い三角 山水系のニ

ホ ンザ リガニ を使 って技 術 の確立 を 目指 して い

る。昨年秋 には持 ち腹個体 か ら稚ザ リガニが艀化

し(現 在 も飼育 中)、1ペ アで交尾 を成功 させ た。

偶然、上 流か ら流れ て落 ちてきた円山川由来 の雌

雄各1個 体 を入手 す る とい うハ プニ ング もあ り

(た まに増水 した時 な どに流れ落 ちて くる ことが

あ る)、 大切 に飼育 してい る。

「オオ ワシ ・プ ログラム」が専門家 との コラボ

レーシ ョンを打 ち出 したのに比べ る と、「ニ ホンザ

リガニ ・プログ ラム」 は専門家 の協力 は必要であ

る ものの、 よ り市民参加 の色合 いが強 く、ニホ ン

ザ リガニ を通 して身近 な自然のすば らしさ、不思

議 さを知 るきっかけ作 りをしてい くのがメインで

あ る。

叢 市民との胴 による事業
最後 に、円山動物 園 とザ リガニ シンポ ジウム実

行委員会の協働 について紹介 したい。

私 はスキ ューバ ダイビングが趣味 であ り、2006

年か らボラ ンテ ィアダイバー として洞爺湖 のウチ

ダザ リガニ防除 に関わ っていた。 この活動 を通 し

て知 り合 ったのが本誌 に も寄稿 しているザ リガニ

研究者 の川井唯史氏 であ る。2008年1月 に川井氏

が コーデ ィネー トした環境 省 主催 のザ リガニ サ

ミッ トに円山動物 園が参加 したのが一連 の活動 の

スター トであった。

円山動物 園は 「ニ ホンザ リガニ ・プログラム」

を実施 するに当た り啓発事業 を行 いたい と考 えて
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いた ことと、川井氏 がニホ ンザ リガニ について広

く一般の人た ちに伝 える場が ほ しか った とい う両

者の意向が一致 し、2008年10月18日 、19日 に実

現 したのが 「ザ リガニシンポジウムinMaruya-

ma2008」 であ る。私 も実行委員の一人 として この

事業 に関わった。

シンポジウムではニ ホンザ リガニの生態や博物

誌 のほか、円山動物園の 「ニホ ンザ リガニ ・プロ

グラム」 の概要や外来生物 の ウチダザ リガニ に関

する講演 も盛 り込み、多 くの市民 の参加が あった。

ニホ ンザ リガニ、 ウチダザ リガニ、 アメ リカザ リ

ガニの3種 のザ リガニ に加 え、青 いニ ホンザ リガ

ニの生体展示 も行 った。 また、 アメ リカザ リガニ

釣 りの コーナー を設 けた り、「動物園の森」を散策

しなが ら 「ニホ ンザ リガニ ・プログ ラム」 につい

て聞 くミニツアーを実施す るなど、体験 的な内容

を盛 り込 んだ。釣 りで は酪農学園大学 の学生が「外

来生物 なので持 ち帰 りはで きない」 旨を伝 え、子

どもたちに伝 えやすい形でのメ ッセージ発信 を心

が けた。企業や市民、小学校 な どによるポス ター

参加 もあ り、円山動物 園の情報発信力 と参加者 の

ニホンザ リガニ に対 す る熱 い思 いを実感 す るイベ

ン トで あった。

この シンポ ジウムを きっか け とした新 たな出会

い もあ り、今後 も取組 を続 けてい くために結成 さ

れた のがザ リガニ シンポ ジウム実 行委 員会 で あ

る。 ザ リガニを通 して身近 な 自然環境 について考

えることを目的 に、 シンポ ジウム開催 を中心 とし

た啓発活 動 を行 う ことを趣 旨 とした、 ボラ ンタ

リーな組織で ある。

その後、2008年12月 ～2009年2月 には 「円山

動物園ザ リガニポスターのロングラン展示」 およ

び 「ザ リガニ・カフェ」(円 山動物 園、実行委員会

お よびザ リガニに興味の ある市民 に よる情報交換

の場)、2009年10月 には㈹ 日本動物 園水族館協会

の助成 を受 けた 「北海道 の外来生物 を知 る体験型

シンポジウム」 を円山動物 園で開催 した。 また、

円山動物園で行 った ような取 り組み を地方都市 に

も広 めたい と、2009年5月 に北見市の北網 圏北見

文化セ ンターにて 「ザ リガニ ポスター展」 と 「ザ

リガニ ・カ フェ」 を開催 した。

この活動 を通 して、「ニ ホ ンザ リガニの チ ョッ

キー」 とい うマス コッ トキ ャラクターが誕生 し、

また、ザ リガニ ポス トを円山動物園 の中 に設置 し

て子 どもた ち と情報交換 するな ど、楽 しい企 画 も

生 まれた。 また、市 内の創成川や安春川な どバ イ

オ処理 された暖かい排水が流れ る河川 にた くさん

のアメ リカザ リガニが生息 してい ることが問題 と

して出 され、小学校の生活科で飼育 したアメ リカ



ザ リガニ を飼 い切 れな くなって放流 した可能性が

指摘 された。

北見 の 「ザ リガニ ・カフェ」で はオ ホー ツク地

域や道東で ウチダザ リガニが急激 に生息域 を広げ

ている ことが大 きな問題 として出された。捕 って

も捕 って も数が減 らない中で感 じる無力感や生 き

物 を殺 す虚 しさが話題 とな り、2009年10月 の「外

来生物 は生 き物の問題 よ りも人 の問題」 をテーマ

にした 「北海道 の外来生物 を知 る体験型 シンポジ

ウム」の開催 につ なが った(写 真5、6)。

意識 の高 い本誌 の読者 は別 であ るが、一般 に外

来生物 の話 を して も、「いろん な生 き物 がいるのは

いい こ とだ ろう」、 「殺す のはかわいそ う」、 「アメ

リカザ リガニが どんな害 を及 ぼした とい うのか」

という声 は多い し、素人 の私 はその問い に対 して

きちん と答 える自信 はない。 しか も、生 き物 に罪

はな く、放 したの も、広 めたの も人間の仕業であ

る。

「生物多様性 を守 るために」とい う理 由に異論 は

写真5円 山動物園で行われた 「北海道の外来生物を

知る体験型シンポジウム」の様子(2009年10

月)

写真6「 北海道の外来生物を知る体験型シンポジウ

ム」で使ったザ リガニクラフ ト。体の仕組み

が分かるようになっている

ない。 しか し、その曖昧 なひ と言でだれ もが納得

で きるのだ ろうか。外来生物 の問題 は新 しい概念

で、一・般 の人 には理解 しに くい側面 があ る。また、

日本人的 な生 き物観 や宗教観 か らも生 き物 を殺 す

ことに抵抗 を感 じる人 は多い。 そんな課題 を抱 え

なが らシンポジウム を企 画 した。

このシンポジウムで は外来生物 を専門 とす る酪

農学 園大学 の吉 田剛司先 生や ア ライ グマ研究 グ

ループ代表 の阿部豪氏 をパネ ラーに迎 え、「動物園

の森 」 を担 当する円山動物園職員 の吉野聖氏、川

井氏 と共 にデ ィスカ ッシ ョンを行 った。外来生物

の猛威 を伝 えると共 に倫理的 な課題 もテーマに加

え、 これ以上外来生物 を殺 さないため にも、生態

系や農作物 への被害 をス トップす るため にも 「飼

わ ない、捨てない、広 めない」大切 さを伝 えた。

また、外来生物 を見 る園内 ツアー を実施 し、「動

物 園の森」の外来植物駆 除の様子や、 アライ グマ、

捨 て られたペ ッ トや違 法な輸入 を摘発 されて円山

動物 園にや ってきた爬 虫類 な どを見学 した。

円山動物 園で のザ リガニ シンポジウム実行委員

会の活動 は、参加者の反応 も良 く、メデ ィアに取

り上 げられ る機会 も多か った。 さまざ まな人が訪

れ る(決 して環境意識 の高 い人 ばか りで はないの

が良 い ところ)場 で情報発信で きるの も有難 い。

改革以後、ザ リガニシ ンポジウム実行委 員会以

外 に も円山動物園 を活用 してイベ ン トを開催す る

市民 団体 は多 く、 自然 や生 き物、環境の情報発信

基地 としての役割 を果た してい ると感 じる。また、

そ うした市民団体が円山動物 園の魅力 ア ップに貢

献 してい る一面 もある。

鶴 おわりに
円山動物園 について私 が この3年 間 に取材 して

きた ことの一部 を紹介 した。本誌 の読者向 けに硬

派 な取 り組 みを中心 にしたが、 もちろんそれだ け

で はない。魅力 は もっ とた くさんあ り、何 よ り動

物 たちが生 きている姿 その もの(と その影 にある

飼育 員 さんたちの努力)が 素敵であ る。子 どもは

もちろん、大人 も夢 中になるような ドキ ドキ体験

メニ ュー も毎 日日替 わ りで実施 してい る。「子 ども

が大 きくなってか ら行 った ことが ない」とい う方、

ぜ ひ今年 は円山動物 園 を訪 れていただ きた い。

舞野 谷 悦 子(の たに えつこ)

1脚 鷺追欝 誹羅畠璽毒蘇差繍 縫 叢熱客
繋HTB「 イチ オシ!」 コメンテ ーター、 三 角山放送 局パ ー ソナ リテ ィー。

75


